
 

  平成 28 年 12 月 29 日 

 

お 客 様 各 位 

 

株式会社システムクレオ 

医療 ICT 事業部 熊本支店長 丸林 英雄 

 

熊本地震に伴う一部負担金等減額証明書について 

 

拝啓 平素は、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、表記の件につきましてご案内申し上げます。 

熊本地震に伴う一部負担金の減額対応について、社会保険診療報酬支払基金より各医療機関様へ 

熊本支部だよりとして「電子レセプトにおける被災レセプトに係る記録について」の案内が出されました。 

それに伴い弊社より、平成 28 年 9 月 20 日に「システムクレオからのお知らせ」にてご案内しております内容と一

部追加となった点がございましたので改めてご案内申し上げます。 

尚、今回の案内に際しまして社会保険診療報酬支払基金へ照会を行ったところ、今のところ記載不備について

返戻という形を取らずに審査を行っているとのことで案内がございました。 

各医療機関様におかれましては、今後正しくレセプト請求を行って頂くために次頁をご確認の程、宜しくお願い

申し上げます。 

 

敬具 

 

記 

 

患者が提示する『減額証明書』には下記の２通りあります。 

 

  ●窓口負担金額に対する減額割合が記載された『減額証明書』を提示された場合【P１～Ｐ３】 

  ●総医療費に対する負担割合が記載された『減額証明書』を提示された場合【P４～Ｐ７】 

 

注意！ 

それぞれ患者登録やレセプト請求（紙レセプトの記載）が異なりますので、十分ご注意下さい。 

証明書によっては様々な減額割合がございますので必ず証明書を確認し、ご不明な場合は減額内容を一度保

険者へご照会下さいますよう重ねてご案内申し上げます。 

 

 

以上 
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●窓口負担金額に対する減額割合が記載された『減額証明書』を提示された場合 

 

（例）減額 70％の場合 

患者登録 

公費の種類に「960 減額（割）」を設定し有効期間を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、所得者情報から割合を入力し更新を押して登録をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

証明書に記載されている有効期限を入力します。 
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診療行為入力 

保険組み合わせに「960 減額（割）」は含まれない為、そのまま主保険を選択して入力します。 

 

 

 

コメント入力 

月末に 22 病名を開きコメント（Shift+F5）を選択し患者様から１ヶ月で徴収した負担金を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に患者様から徴収した金額を入力します。 



   - 3 - 

 

保険請求 

紙レセプトにて提出します。 

レセプトの上部に赤色で手書きで「災１」、一部負担金欄に患者様に応じた減額割合を記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）請求点数 1000 点 減額割合 70％ 

  総医療費 10000 円 → 窓口の負担額（3 割） 3000 円 

  窓口負担の中の 70％減額されるため、窓口の負担額は 900 円（2100 円減額）となります。 

  レセプトには、減免区分「減額 7 割（70％）」 摘要欄に「900 円を徴収」の記載が必要です。 

災 １ 

減額 ７割 

手書きします
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●総医療費に対する負担割合が記載された『減額証明書』を提示された場合 

減額マスタの登録 

１）91 マスタ登録 を選択し 104 保険番号マスタを選択します。 

２）保険番号に 850 と入力し Enter を６回押して次画面に進めます。 

３）下図のように入力し登録（F12）を押します。 

４）「保険番号マスタを登録します」のメッセージが表示されましたらＯＫを選択します。 

 

【登録例】 （８５０ 減額１割） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の手順で減額用マスタを作成しますが、減額の割合に応じて「回―負担割合」の数字を読み替えて 

保険者マスタ(850～899 の範囲内)で患者負担マスタを作成してください。 

 

※保険番号は医療機関様によって異なる場合がございますが問題ありません。 

例１）減額３割 → 30（％） 

例２）減額２割 → 20（％） 

例３）減額１．５割 → 15（％） 
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（例）減額 10％の場合 

患者登録 

公費の種類に「850 減額１割」を設定し有効期間を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療行為入力 

保険組み合わせから「減額１割」が含まれる組み合わせを選択して入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

証明書に記載されている有効期限を入力します。 



   - 6 - 

 

 

コメント入力 

月末に 22 病名を開きコメント（Shift+F5）を選択し、総医療費に対する減額割合と患者様から１ヶ月で徴収した 

負担金を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総医療費に対する減額割合と実際に患者様から徴収 

した金額を入力します。 
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保険請求 

紙レセプトにて提出します。 

レセプトの上部に赤色で手書きで「災１」、一部負担金欄に患者様に応じた減額割合を記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）請求点数が 1000 点 「一部負担金の割合が１割」の場合 

総医療費 10000 円 → 窓口負担額（3 割） 3000 円 

  窓口負担が変わるため、3000 円（3 割） → 1000 円（1 割）となります。 

レセプトには「減額 6.7 割（67％）」（注） 摘要欄に「総医療費の１割、1000 円を徴収」の記載が必要です。 

減額 6.7 割 

手書きします

（注）一部負担金の 3 割の内 2 割が減額となるため 

   3 分の 2 の割合である 6.7 割（67％）を記載します。 

例１）負担割合が 3 割の患者が 2 割負担の場合 

【記載：減額 3.3 割（33％）】 

例２）負担割合が 2 割の患者が 1 割負担の場合 

【記載：減額 5 割（50％）】 

災 １ 
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紙レセプトでの請求方法 

 

43 請求管理にて登録を行います 

診療年月を入力し、請求年月と返戻年月を入力し請求区分は「未請求」で登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４総括表にて総括表を印刷します。 

提出先の返戻分にチェックを入れ印刷開始（F12）を選択し印刷します。 

 

 


